
　
松
本
市
長

　
　
　
　
　

廃
校
跡
地
に
宅

地
を
造
成
し
分
譲
す
れ
ば
、

定
住
促
進
と
人
口
増
に
も
繋

が
り
、
地
域
活
性
化
に
な
る

と
思
う
が
。

　
　
　
　
　

土
地
の
有
効
利

活
用
を
図
る
た
め
に
も
検
討

し
た
い
。

　
　
　
　
　

そ
の
財
源
に
地

方
創
生
交
付
金
が
活
用
出
来

な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

今
年
度
の

第
二
次
補
正
予
算
に
、
地
方

創
生
拠
点
整
備
交
付
金
が
盛

り
込
ま
れ
、
地
方
創
生
へ
の

波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
ハ

ー
ド
事
業
も
交
付
対
象
と
な

り
、
こ
れ
が
活
用
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

廃
校
に
な
っ
た

学
校
施
設
等
の
半
数
は
借
地

で
あ
る
。
利
活
用
す
る
た
め

に
、
そ
の
借
地
の
契
約
見
直

し
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　

議
員
ご
指
摘
の

よ
う
な
対
応
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

市
か
ら
の
被
害

者
に
対
す
る
見
舞
金
は
、
ど

の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　

支
給
要
綱
に
基

づ
い
て
出
し
た
。
今
後
こ
の

要
綱
の
見
直
し
も
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
　
　
　
　

今
回
の
災
害
で

は
、
河
床
の
低
い
浦
口
橋
に

竹
等
が
詰
ま
り
、
大
量
の
雨

水
が
商
店
街
の
方
に
流
れ
込

む
被
害
が
発
生
し
た
。
こ
こ

は
高
さ
、
幅
と
も
に
狭
く
、

救
急
車
や
消
防
車
両
も
入
れ

な
い
。
今
後
同
様
の
被
害
が

起
こ
ら
な
い
た
め
に
も
、
早

急
に
拡
幅
す
べ
き
だ
と
思
う

が
。

　
　
　
　
　

前
向
き
に
対
処

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

豪
雨
で
問
題
と

な
っ
た
有
馬
川
は
、
県
の
管

理
で
あ
る
か
ら
、
県
と
協
議

し
て
、
可
動
堰
の
改
修
は
で

き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

県
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
農
地
被
害
の

実
態
が
な
い
た
め
、
事
業
の

適
用
が
難
し
い
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
必
要
に
応
じ
て
水
利

組
合
と
も
協
議
し
な
が
ら
、

様
々
な
方
向
性
で
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

合
併
特
例
債
の

活
用
期
限
が
迫
る
中
、
災
害

も
発
生
し
た
。
今
後
に
お
い

て
は
、
建
設
部
・
農
林
水
産

部
に
は
経
験
・
知
識
を
持
っ

た
職
員
を
異
動
・
配
置
す
べ

き
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　

議
員
か
ら
は
、

合
併
特
例
債
に
絡
め
て
、
前

々
か
ら
建
設
部
の
体
制
に
つ

い
て
疑
問
を
お
持
ち
だ
と
指

摘
を
受
け
て
い
る
。
若
干
で

は
あ
る
が
、
外
部
の
委
託
業

者
等
を
お
願
い
し
、
職
員
の

配
置
な
ど
を
や
っ
て
い
る
。

出
来
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い

き
た
い
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
地
籍
調
査
・
換
地
処
分

・
大
型
施
設
建
設
に
伴
う
財

　

源
等
を
含
め
た
取
り
組
み

　

状
況
に
つ
い
て

柴
田
議
員

柴田恭成議員

特例債の期限が迫る中、
建設部等には経験・知識を
持つ職員を充てるべきでは

特例債の期限が迫る中、
建設部等には経験・知識を
持つ職員を充てるべきでは
市長／事業完遂のため
      　体制作りは必要
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松
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道
路
改
良
工
事

の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　

昨
年
度
の
繰
越

事
業
は
23
事
業
で
、
８
月
末

迄
に
９
事
業
が
完
成
、
残
り

も
年
度
末
ま
で
に
完
成
見
込

み
で
あ
る
。
繰
越
の
理
由
は
、

用
地
補
償
の
難
航
や
、
地
元

の
調
整
に
時
間
を
要
し
た
こ

と
な
ど
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

繰
越
の
理
由
に

付
い
て
も
う
少
し
詳
し
い
説

明
を
。
ま
た
、
事
業
に
着
手

す
る
と
き
何
を
優
先
順
位
の

基
準
に
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　

繰
越
の
理
由
は
、

地
元
か
ら
の
要
望
路
線
を
工

事
す
る
際
、
要
望
書
に
関
係

者
の
印
鑑
を
い
た
だ
い
て
も
、

事
業
に
入
る
と
、
こ
ち
ら
に

お
ら
れ
な
い
方
の
相
続
が
発

生
し
、
用
地
の
同
意
が
得
ら

れ
な
い
、
想
定
以
上
に
土
地

が
潰
れ
る
た
め
同
意
を
得
ら

れ
な
い
、
地
元
の
迂
回
路
の

関
係
等
で
調
整
に
時
間
を
要

し
た
、
な
ど
が
主
な
理
由
。

　

優
先
順
位
の
基
準
は
関
係

戸
数
、
投
資
効
果
、
緊
急
車

両
が
通
る
か
、
交
通
事
故
の

削
減
の
可
否
、
用
地
の
了
解

が
得
ら
れ
て
い
る
か
等
、
総

合
的
に
判
断
し
て
優
先
順
位

を
つ
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　

用
地
の
問
題
が

事
業
が
進
ま
な
い
主
な
原
因

だ
と
思
う
。
本
年
３
月
の
農

林
水
産
・
建
設
委
員
会
で
も

道
路
改
良
の
要
望
が
あ
っ
た

時
、
き
ち
ん
と
用
地
の
了
解

を
取
ら
な
い
と
、
工
事
が
遅

れ
て
く
る
と
の
質
疑
も
あ
っ

て
い
る
。
今
後
事
業
が
出
来

る
だ
け
年
度
内
に
完
成
す
る

に
は
、
用
地
の
了
解
が
出
来

て
い
る
所
か
ら
事
業
に
着
手

す
べ
き
と
思
う
が
市
長
の
考

え
は
。

　
　
　
　
　

同
感
で
あ
る
。

地
元
で
用
地
の
こ
と
が
し
っ

か
り
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
て
か

ら
先
に
進
む
わ
け
で
あ
る
か

ら
、
道
路
の
要
望
が
あ
る
時

は
、
真
っ
先
に
用
地
の
件
を

申
し
上
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

そ
の
よ
う
な
方

向
で
是
非
進
め
て
頂
き
た
い
。

そ
う
す
る
こ
と
が
、
繰
越
事

業
が
少
な
く
な
る
要
因
に
な

る
と
思
う
。

　
　
　
　
　

ど
の
よ
う
な
検

討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

平
成
25
年
度
末

ま
で
に
廃
校
に
な
っ
た
施
設
、

学
校
に
つ
い
て
、
26
年
度
中

に
利
活
用
の
報
告
が
ま
と
め

ら
れ
、
実
際
の
利
活
用
に
向

け
た
取
り
組
み
を
始
め
て
い

る
。

　

平
成
26
年
度
、
27
年
度
に

廃
校
に
な
っ
た
学
校
施
設
に

つ
い
て
は
、
地
元
の
意
向
な

ど
を
聞
い
て
、
必
要
な
資
料

の
取
り
ま
と
め
が
終
了
し
た

の
で
、
検
討
委
員
会
を
開
催

す
る
。

市長／同感である

　用 地 の 了 解 が
出来ているところから
事業に着手すべきでは

用 地 の 了 解 が
出来ているところから
事業に着手すべきでは

田
中
議
員

松
本
市
長

田中次廣議員

田
中
議
員

田
中
議
員

道
路
改
良
工
事
（
繰
越
事
業
関

係
分
）
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

田
中
議
員

松
本
市
長

田
中
議
員

柴
田
議
員

企
画
振
興
部
長

柴
田
議
員

６
月
の
豪
雨
に
よ
る
被
害

状
況
と
対
策
に
つ
い
て

柴
田
議
員

松
本
市
長

柴
田
議
員

職
員
の
異
動
配
置
に
つ
い
て

移
住
・
定
住
対
策
に
つ
い
て

副
市
長

農
林
水
産
部
長

建
設
部
長

統
合
に
よ
り
廃
校
と
な
っ
た

跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

松
本
市
長


